
研修 1 

2022 年度 研修の概要 

研究主題 

 

 

 

１．主題設定に当たって 

 ①社会的背景 

  人工知能（AI）やビッグデータ等の先端 技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に

取り入れられた Society5.0 時代が到来しつつあり，社会の在り方そのものが劇的に変化

している。そんな予測困難な世の中を生き抜くために自分のよさや可能性を認識すると

ともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働しながら様々

な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き， 持続可能な社会の創り手となること

ができるよう，その資質・能力を育成することが求められている。 

 

②本校の児童の課題 

  求められている教科横断的な資質・能力を育てるため取り組んだ昨年度の研修の中で、

協働に必要な資質・能力である『相手に考えを伝える力』や『自分の考えをまとめる力』

が児童に育ってきていると実感している教師が多くいた。一方で、授業改善を行うべく、

児童一人一人の学びの姿を見取り、共有することで授業改善を図ったが、教師が手を施

さないと学びに向かえない、学びに受け身な児童の多さが課題として挙がった。また、

学びに向かえない要因として、「わからない」と言えず、教師に何とかしてもらえるま

で待ち続けている児童が少なからずいることも課題となった。 

 

 ③教科横断的な資質・能力 

  学びに受け身な状態から主体的に学ぶ児童にするため、授業改善が求められるが、そ

もそも、主体的に学ぶ児童とはどのようなものかを考える必要がある。 

  そこで、昨年度末に、将来予測困難な世の中でも生き抜いて行けるように、学びが

【自立】し、多様な人と共に生きていける【共生】ような人とはどんな人かを教員全体

で確認した。そして、本校の児童に身に付けさせたい教科横断的な資質・能力として、 

教科横断的な資質・能力 どのような力か 

自己調整力【重点】 自らの学びを俯瞰し、計画や振り返りを通して自

分に合った学び方を模索できる力（PDCA を回す

ことができる。） 

相手を尊重する力 多様な人と関わる中で、他者を認め、多様な考え

を受け入れられる力 

整理して表現する力 相手の立場に立ち、わかりやすく表現する力 

言語力 話す、聞く、書く、読むといった、基礎的な力 

特に聴く力を育てていきたい。 

自ら学べる子ども『学びの達人』の育成 
～個別最適な学びと協働的な学びを通して～ 
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以上、4 つにまとめ、今年度取り組んでいくことに決めた。 

これら、4 つの資質・能力を育てつつ、各教科固有の資質・能力（学びに向かう力・人

間性等、知識・技能、思考力・判断力・表現力）をしっかり育て、自ら学び続けられ

【自立】、共に学びを深め、創造することができる【共生】ような『学びの達人』を育て

ていくことを目指す。 

 

 ④研究主題及びテーマ 

  そこで、本校では、子どもたちが自ら学び続けられ【自立】共に学びを深め、創造す

ることができる【共生】ような『学びの達人』を目指し、個別最適な学びと協働的な学

びを土台に、児童主体となるような授業改善を行っていくため、研究主題および副題を

「自ら学べる子ども『学びの達人』の育成～個別最適な学びと協働的な学びを通して～」

とした。 

 

 ⑤学びの達人とは 

  中央教育審議会答申『令和の日本型学校教育』の中で、「自ら課題を見つけ，それを解

決する力」を育成するため，他者と協働し，自ら考え抜く学びが十分なされていないの

ではないかという指摘もある。また、新型コロナウイルス感染拡大による学校の臨時休

業中，子供たちは，学校や教師からの指示・発信がないと，「何をして良いか分からず」

学びを止めてしまうという実態が見られたことから，これまでの学校教育では，自立し

た学習者を十分育てられていなかっ たのではないかという指摘もある。まさに本校の児

童の課題と共通する部分があり、自立した学習者、すなわち、自ら学びを進められ、共

に学びを深め、創造することができ、その結果、自らの学びを深めていけるような『学

びの達人』を育てていく必要がある。 

  『学びの達人』になれば、将来、大きな壁に直面しても、自らの資質・能力により、

課題を解決したり、新たなものを創り出したりしながら乗り越えていき、更には、一人

一人の幸せにつながると考える。 

 

2．児童主体の授業づくりのために 

 ①児童観の問い直し 

児童主体の授業づくりを構築していく上で、児童観の問い直しが必要と考える。なぜ

なら、すべての子どもは生まれながらにして有能な学び手であり、子どもは学ぼうとし

ているし、学ぶ力をもっている。一方、近代学校が暗黙の前提としてきた児童観は、教

師が教えなければ学ばないし、学べないという児童観のもと、教師主導の指示・命令の

下や過剰に教えようとしてきた。結果、指示待ちの受け身な児童が育成されてきたと考

える。 

そこで、まずは児童を信頼し、学びに関わるより多くの決定を児童にゆだね、個別最

適な学びと協働的な学びを通して児童が自ら学びを進められるような授業を目指す。ま
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た、展開される学びに十分な広がりや深まりが生じるような豊かな学習環境の整備や場

の設定、子ども達だけでは難しい部分についての適切な支援を教師が行っていく。そう

することで、児童主体となり、自ら学べる『学びの達人』へ近づくと考える。 

 

②個別最適な学び 

個別最適な学びとは、一見、教師が個別に適切な学び方を用意し、手厚い支援をする

ものだと捉えられかねない。しかし、そうではなく、児童一人一人が「自分で自分の学

びを調整し、自分の学びの目的やペースを自分で試行錯誤しながら見定めていくこと」

であり、自分に合った学び方を獲得していくことであると捉える。 

 

（1）学習の個性化 

児童は学習の個性化を図り、興味・関心等に応じた異なる目標に向けて、学習を深

め、広げる。つまり、ゴール（◯◯についてプレゼンテーションをする等）を自分で

決め、学びを深める方法を試行錯誤（本やタブレットで調べる、インタビューする、

講師を呼んでもらい聞く等）しながら自分に合った学び方を獲得していく。 

 

（2）指導の個別化 

全ての子どもに基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、思考力・判断力・

表現力等や学びに向かう力等を育成するため、教師が本当に支援の必要な児童にのみ、

必要な量の支援を行うことや子ども一人一人の特性や学習進度、学習到達度に応じ、

指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定を行う。つまり、教科の目標を達成

するため、学びを深める方法を試行錯誤（教師に助けを求める、様々な教材から選択

する、今日の学びを達成するための時間配分を考える等）しながら各教科の目標を確

実に達成し、併せて、自分に合った学び方を獲得していく。 

 

以上 2 点を意識して指導していくことで、児童が主体的な学び手となり、『学びの達

人』に向かっていくと考える。 

 

③協働的な学び 

協働的な学びとは「多様な他者と協働しながらあらゆる他者を価値のある他者として

尊重し、様々な課題を乗り越え、自らの学びを深め、創造していくこと」と捉え、課題

解決や問題解決を行っていく。 

その際、学びの共同体で推奨している聴き合いによるグループ学習を柱に、仲間と協

働しながら単元や 1 単位時間の課題を解決していくような授業を構想していく。また、

児童の主体性を育てるべく、『わからない』と発信できるような風土作りを行い、児童

の『わからない』を周りの子や教師が尊重し、思いに寄り添い、学びを深めていけるよ

うな聴き合いを行っていくことで、わからないときには頼り、自分の力で進めそうにな
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ったら個別の学びに戻るといった、学び方も獲得していき、『学びの達人』を目指して

いく。 

 

④主体的・対話的で深い学び 

授業の中で、「個別最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし、更にその成果を

「個別最適な学び」に還元するなど、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的

に充実し、教科横断的な資質・能力を育みつつ、「主体的・対話的で深い学び」の実現

に向けた授業改善を行っていく。また、「深い学び」とは、1 単位時間の目標に近づいて

いたかどうかを基準に学びが深まっていると捉える。 

  

 ⑤教材研究の在り方 

  子どもが本来もっている、よりよく学ぶ力を十分に発揮できるよう、教材研究が重要

となる。各教科固有の資質・能力である「学びに向かう力・人間性等、知識・技能、思

考力・判断力・表現力」の 3 つの柱を確実に身に付ける事を学習指導要領では求められ

ている。教材研究の際、単元ないし 1 単位時間に何を身に付けさせたいのか、評価の基

準を具体の姿で表す必要がある。つまり、どんな姿になっていれば確実に身に付いたと

言えるのかを明確にする必要がある。明確にするためには学習指導要領を基に、何が求

められているのかを確認した上で授業構想を行っていきたい。また、より深い学びに到

達するため、教科の見方・考え方をはたらかせる工夫が必要となってくる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）「学びに向かう力・人間性等」 

児童が「どのようにヒト・モノ・コトに関わるか」と捉え、自分の学びを調整しな

がら粘り強く学んでいく姿を求めていく。まさに、個別最適な学び、協働的な学び、

そして、本校が目指す自己調整力や相手を尊重する力がここに関わる。 

 

 

学びに向かう力 

人間性等 

思考・判断・

表現 
知識・技能 
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（2）「知識・技能」 

「何を知っているか、何ができるか」と捉え、思考や判断のための材料となり得る。 

 

（3）「思考力・判断力・表現力」 

児童が「理解していることやできることをどう使うか」に関わる。 

未知の状況の中でも、その状況と自分との関わりを見つめて具体的に何をなすべき

かを整理したり、その過程で既得の知識や技能をどのように活用し、必要となる新し

い知識や技能をどのように得ればよいのかを考えたりするなどの力である。 

得た知識・技能を活用し、自分の考えを整理し、相手にわかりやすく伝える等の表

現を行う活動を通して身に付けさせていく。その際、重要となるのが相手意識である。

困っている仲間にわかりやすく伝えるにはどうしたら良いか。発表物を作成する際に

は、誰に向けて伝えたい物なのか等、相手を意識して自らの表現を精査していく力を

育てていきたい。 

 

（4）「見方・考え方」 

「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」を結びつけて回す装置（歯車）とし

て捉える。 

授業では、児童が既有の知識を生かして思考し、判断し、表現していく。そして新

たな知識・技能を獲得していく。その時にはたらくのが、教科固有の見方・考え方

（歯車）である。この歯車によって、「知識・技能」と「思考・判断・表現力等」が

ぐるぐると回って結びつき、既有の知識がより深く広がり、定着していき、豊かな思

考等ができるようになる。そして、様々な「見方・考え方」を活用することで「見

方・考え方」自体も鍛えられていくイメージである。 

教材研究により「見方・考え方」を明確にし、児童の資質・能力の育成を目指して

授業を構想することが求められる。教師は、児童の表現の中に教科等の見方・考え方

の芽を聴き取り、意識して学習の中で育てていくことが肝要である。 

  

 ⑥児童理解 

  上記の教材研究を進める上で重要なのが児童理解である。教科の目標（3 つの柱）を

達成するには、児童がどのような学びを積み上げてきたのかを整理し、どのような力を

付けさせたいのかを明確にする必要がある。 

  また、授業を構想する上で、児童の困り感を予想し、環境の整備やより学びに向かえ

るであろう場の設定が、児童主体の授業づくりには重要となる。教科特有の困り感をも

つ児童が想像しうるし、合理的配慮を有する児童も想像しうる。そうした、多様な児童

の多様な困り感に寄り添うべく、教材研究を入念に行い、「何に困るのか」を予測し環境

の整備や場の設定を行っていく。ある児童への支援は、他の児童への支援にもなり得る

と捉え、授業を構想していく。 
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  さらに、授業の中では、昨年度取り組んだ「一人一人の見取り」が生きてくる。児童

が何に困り、何を必要としているのかを明確にし、必要な支援を必要な量だけ行う。そ

のためにも、日々の児童理解が肝要となる。教師主導の一斉授業から脱却し、教師がフ

ァシリテーターとなり、児童同士をつなげたり、児童の困り感に寄り添ったり、個の学

びを全体に広げたりする等のような教師の役割を全うするため、児童理解を深く進めて

いく。 

 

3．具体的な取り組み 

①計画する力を育む 

児童がゴールを意識し、どのように学びを進めていくか計画を立てることは、将来、

物事を進める上でとても大切な力である。そのために、教師は単元の計画（ねらいや身

に付けさせたい資質・能力、単元で見据えている課題、最終的なゴール、評価、レベル

アップの課題等ルーブリックのようなもの、困り感を想定しての事前にできうる支援の

準備、環境整備等）を十分に練り、単元の中で知識として定着させる部分と思考させる

部分を明確にしたり、単元を貫く言語活動を充実させるための布石をどう打っていくか

を思考したりする等の、単元のデザインをイメージする力が求められる。そうして作成

された単元の計画を導入で提示し、見通しをもたせることで、児童が意欲的に計画的に

学びに向かえると考える。その際、全体の時間数を提示し、その割り振りを児童自ら考

える活動を取り入れるなどの工夫も考えられる。 

 

②振り返り（メタ認知） 

児童が「何を学び」「何がわからないのか」「今後何を深めたいのか」等の自己認知力

を高めるために振り返りが非常に重要になる。特に「何がわからないのか」は、「わから

ないから始まる授業」や「聴き合い」につながる重要な要素である。この振り返りを通

して、学びの価値に気づき、自己の変容を実感し、期待感を膨らませ、さらに主体性を

発揮していくと捉える。 

 

③選択 

児童が主体的になる一番の要因は選択である。人は自分で決めたり、選んだりできる

と感じられることが、内発的動機付けには不可欠である。 

そこで、児童が選択できる場を小さな部分でも設けていく。そのために、児童が自分

に合った方法を選べるようなモノ（ワークシートや取り組み方法等）や何から取り組む

か選べる工夫、発表物をどんな形にするか（新聞、タブレットで作成、動画等）という

選択肢を準備するといった環境整備や場の設定を教材研究段階で考える。 
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 ④聴き合いの授業 

  「一斉授業」の様式が、産業主義社会の大工場システムの効率主義を基礎として成立

したことは広く知られている。産業主義社会の終焉による新しい社会の台頭を背景に、

「一斉授業」の教室の時代は終わったと言われている。（※2） 

  そこで、「一人残らず児童の学ぶ権利が実現される授業」を目指し、協働的な学びを組

織することで一人ひとりの学びを成立させ、一人一人の学びをより高いレベルに導くた

めに『聴き合い』の授業を行っていく。 

  『聴き合い』の授業を構成する上で以下の事に気を付けて取り組む 

 

  （1）学びを対象世界との対話（文化的実践：何が本当かと問い続ける事）と他者との

対話（対話的実践）と自己との対話（自己内実践）が三位一体となった活動と捉

える。 

  （2）課題は一人では到達できないが仲間や教師と協働することで達成できるものと

し、子どもたち同士聴き合うことで、自らの学びを深めていくようにする。これ

は、ヴィゴツキーが提唱する『発達の最近接領域』を参考に、課題設定を行い、

「子どもの文化的発達のすべての機能は二度現れる。先ず社会的次元において、

その後に個人の心理的次元において、すなわち、最初に人と人との間において、

そして次に子どもの内面において。」をもとに、聴き合い→個人の学びの順序を大

切に取り組んでいく。 

  （3）聴き合いの基盤は柔らかな声と身体による交わりを目指す。相手の困り感に寄り

添う、支持的風土作りを学級経営の土台として、特に大事に指導していく。 

  （4）3 年生以上は男女 4 人の小グループによる協働的な学びを授業の中に必ず盛り込

む。その際、協働のゴールは明確に提示する。1・2 年生は教師との学びやペアで

の学びを中心に行い、力がついたら小グループでの活動も取り入れていく。 

  （5）『聴き合い』とは、『やり取りが行ったり来たり』するものであり、教える関係で

は無いことを確認する。 

    『やり取りが行ったり来たり』を実現するため、対話の場面で説明を受けた子は

「つまり、○○っていうこと？」と返すことを繰り返し、聴き合いの力を育てて

いく。 

参考文献 

１ 個別最適な学びと協働的な学び、奈須正裕、2021、東洋館出版社 

２ 学校の挑戦（学びの共同体を創る）、佐藤学、2006、小学館 

３ 初等教育資料 令和 4 年 3 月号（No.1018）論説、東洋館出版 
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（１）児童の実態 

 

 

 

 

 

（２）昨年までの成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究主題 

     

自ら学べる子ども『学びの達人』の育成 
～個別最適な学びと協働的な学びを通して～ 

①考えを「もつ」「整理する」「比べる」「広げる」ことができていた。 

②再考することで学びが定着している。 

③指導過程に無理が生じてきている。 

①学びが受け身になっている。 

②自分のわからないことがわからない。 

③指導過程の抜本的な見直し。 

「聴き合い」「振り返り」「計画」「選択」を中心とした、研究内容

の理論研修および実践を行う。 

 

【成果】 ・課題設定を工夫することで、児童が主体的に活動することができてい

た。 

・再考することにより学びが定着していた。 

・交流活動を意図的、計画的に行うことで、学びが深まっている様子が見

られた。 

・振り返りを行うことで、学びの定着と新たな気付きが見られるようにな

った。 

・全員公開授業を行い、ブロックで見合うことにより、研修を深めること

ができた。 

【課題】 ・児童の学びを「受け身」から「主体」に転換する必要性がある。 

・自分のわからないところが明確にでき、「わからない」と言える素地作り

が必要。 

・交流は活発になってきているが、一方で、発表だけの交流が多く見られ

る。 

・人の話を聴く事が苦手である。 

・指導過程が教師の意図の身になってしまっている部分がある。 

・交流活動や再考、振り返りなど、児童が学びを深めている場面で、どの

ような学びの深まりがあったのかを見取る教師の目を育てる必要性。 

・児童を見取る際、「各教科の目標」を基準に授業中の児童の様子を見取

り、記録する必要がある。 

・学習評価の在り方に関わる研修。 

・個別最適化された UD の考えを意識した授業づくり。 

・GIGA スクール構想における ICT 機器の活用の研修。 

・小中連携の希薄さ。 

昨年度の成果 昨年度の課題 
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教育目標 

１．よく考え進んで学ぶ子 ２．明るく心の豊かな子 ３．じょうぶでたくましい子 

重点目標 

研究主題 

３．目指す子ども像（目指すべき資質能力） 

 教科等固有の資質・能力 

 知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力 

教科等 

横断的 
A 言語力（話聞読書） 

 特に聴く力 

B 整理して表現する力 C 自己調整力【重点】 

D 相手を尊重する力 

 

４．研究の目的 

 

 

 

 

５．研究の構造図 

 

 

 

 

  

 

     学習指導       道徳教育・生徒指導      体力づくり 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書く活動、学習の指導過程、ノート・板書指導、学習形態 

自ら学べる子ども『学びの達人』の育成 

～個別最適な学びと協働的な学びを通して～ 
 

目指す子ども像：自らの学びを調節し、主体的・対話的で深い学びを自らの力で実現できる『学びの達

人』になる。 

理論研修・学習会 授業実践（ブロック研） 

主体的・共同的に学び合う子ども、自他の生命や安全を守れる子ども 

 

交流ツール、交流活動、考えたくなる課題、振り返り、再考 

聴き合い、選択、計画、 

振り返り、マイプラン学習 

全体研、授業公開月間、 

授業研修会、マイプラン学習 

自らの学びを調節し、主体的・対話的で深い学びを自らの力で実現できる『学びの達人』を育成す

る。 
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６．研究の内容  

日常の授業において『学びの達人』を育成するために次の研修内容に取り組む。 

（１）中心的な内容として・・・育てたい資質・能力を身に付けるための授業改善 

○「聴き合い」の授業（「わからない」から始まる授業の構築） 

○振り返りの充実（メタ認知） 

○計画する力を育む（自己調整） 

○選択場面を作る（自己調整） 

 

（２）個別最適な学び、協働的な学びの一体的な取り組みによる主体的・対話的で深い

学びの実現 

 

 （３）教材研究の充実 

   

 （４）小中連携 

 

 （５）今日的な課題に向けての取り組み 

 ○ICT 機器を活用した授業改善 

 ○道徳・外国語の授業改善 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研修 11 

７.単元や 1単位時間のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己調整力 

整理して 

表現する力 
言語力 

相手を 

尊重する力 

興味・関心 疑問 

一人一人の幸せ 

学びに向かう力 

人間性等 

思考・判断・

表現 
知識・技能 
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8．研究の具体的な取り組み方法 

⓪授業づくりの基本姿勢 

 ・教師が授業で汗をかき頑張るではなく、児童が授業で汗をかくための準備を頑張る。 

 ・児童が困るであろう場面を想定して事前にできうる準備をしておく。 

 ・授業づくりを楽しむ。 

 ・教師は環境整備を行う。 

 ・授業では、教師はファシリテーターとなり、学びを広げる、深めるためのつなぎ役

となる。 

 

①聴き合いの授業 

 ・A 児「わからない」→A児「ここどうするの？」→B児「ここはね（説明）」 

→A児「つまり○○ってことだ！」までの流れを聴き合いとする。 

・3 年生以上は男女 4 人の小グループを作り、協働的な学びを授業の中に必ず取り入れ

る。（できる限り市松模様） 

 ・1，2 年生は、ペアでの学びを中心に行い、徐々に小グループでの活動も取り入れる。 

 ・「わからないから始まる授業」「わからないが言える児童の育成」を進めるため、学

級の支持的風土作りをより意識して取り組む 

  →教師が率先して「わからない」「失敗」といった見本を示す。 

  →どんな具体の場面があるか研修の時間にワークショップを用いて出し合う。 

 ・教師の立ち位置の見直し 

  →指導者としてのみの立場からの脱却、教師はファシリテーター（進行役）や、伴

走者、つなぎ役へと意識転換。 

  →そっと近づき、対話を遮らずに聴く。 

  →子どもたちの「わからない」を探し、全体に広げる。（つなぐ役割） 

 ・教師が児童に支援する基準 

  →しんどい子に対してのみ支援を行う。 

  →しんどい子とは、「学びから孤立している子（何もしていない子、何もしていない

グループなど）」や「関りから孤立している子（一人でポツンといる子など）」 

  →しんどい子を見つけた場合でも一方的に支援は行わない（受け身になってしまう

ので）どんな言葉がけや支援が意欲的、主体的な姿を導き、学びの達人になるか

を教員全体で考える。 

 

②振り返りの取り組み 

 ・単元を通した振り返りシートを用意する。 

 ・本時の評価規準に沿った自己評価を児童が行う。（3段階評価） 

 ・記述欄を 2つ設ける。 

  1 つ目は「わかったこと・わからなかったこと」の学びを記述 

  2 つ目は「それはなぜか。原因は何なのか。どうしたらわかるようになるのか。次の

時間の課題等」の理由を記述 

 ・1 時間の中に必ず振り返りの時間を入れる。（5分程度） 

 ・段階的に振り返る力を付ける。 

  →6 月頃までに 3 段階評価とわかったこと・わからなかったことが書けるようになる。 

  →9 月頃までに理由等を書けるようにする。 

 ・教師は安易な振り返りを許さず、深まりのある振り返りになるように指導を繰り返

す。 
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③計画力の向上 

 ・単元計画を単元に入る前に作成する。 

 ・単元計画は全時間の課題を明確にする。 

 ・教えるべきところと思考させるところを明確にする。 

 ・どんな力を身に付けさせたいのか明確にし、具体の姿を評価規準として設定する。 

 ・児童に提示する単元計画表を作成する。 

 ・単元導入までに困り感を想定し、難易度別のワークシートや学びのヒントとなる掲

示物など学習環境整備を行う。 

 ・単元の導入時に単元計画を提示し、見通しをもたせる。 

 ・2 学期には「マイプラン学習」を 2～3回行う。 

 

④選択による主体性の向上 

 ・授業の中に選択場面を作る。 

 ・選択場面の具体例 

  →ワークシートの選択 

  →表現方法の選択 

  →人の選択 

  →学習時間の選択 

 ・教科特有の選択場面例 

  →体育 練習場所の選択 

      レベルの選択 

      道具の選択 

  →算数 難易度の選択 

      問題量の選択 

   

 

⑤研究の評価 

 ・概ね 5，7，10，12 月に児童および教師にフォームによりアンケートを実施する。 

 ・アンケート結果をチャートに表し、児童の実態把握や児童の自己評価と教師の評価

のズレを検証、次回のアンケートまでに取り組むことを学年団で話し合う。 

  ・学年団で決めた取り組みを実践する。 

  ・アンケート項目は別途提案する。 

  ・チャートを時系列で配列し、児童の変化を見取る。 

 

≪アンケート例≫ 

項目 質問 自己評価 

聴き合い 授業で友だちや先生に「わからない」と言え

る。 

１・２・３・４・５ 

選択 わからない時に自分に合った解決方法を見つ

けることができますか。 

１・２・３・４・５ 

「わからない」友だちを助けようとしていま

すか。 

１・２・３・４・５ 

計画 見通しをもって勉強できましたか。 １・２・３・４・５ 

提出物や課題を期日までに出せましたか。 １・２・３・４・５ 
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尊重 クラスは「わからない」と言ったら、受け入

れてくれますか。 

１・２・３・４・５ 

振り返り 授業でわかったことやできたことがハッキリ

させられていますか。 

１・２・３・４・５ 

授業でわからないことやできないことがハッ

キリさせられていますか。 

１・２・３・４・５ 
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9 学習会 

 【研修の時間で行う主な内容】 

①新学習指導要領で求められている内容 

 ・新学習指導要領を参考に、期待される姿を評価規準に反映していく。 

 ・主体的・対話的で『深い学び』・３つの資質能力の評価についてなども含む 

 ・教科等の見方・考え方をはたらかせることについての理論研修 

②「聴き合い」「振り返り」「計画」「選択」を中心とした、研究内容の理論研修およ

び実践を行う。 

③あゆみの評価（観点別評価や道徳、外国語など） 

④各推進教師が割り当たっているものについて 

（研修資料の配付や今後の計画など） 

⑤ICT や UD を中心とした実技講習会 

⑥教務以外の各分掌から必要な研修内容 

（アレルギー・子ども支援情報など昨年度までも実施していた内容の他、昨年度末

に各分掌から集約された特別支援の学習会など） 

⑦その他 

 ＊学級経営案の交流等も研修日等の 16:15～30 の枠で検討していく。 

 

10 推進計画 

（１）基本方針 

  ①課題を明確にして，指導方法を探る。また、研究の評価の仕方を事前に想定して運

営する。 

  ②日常的に研究内容を授業に取り入れ、その研究も進める。 

  ③UD の視点から、個別最適化された授業づくりを行うため、本時の評価場面の学習活

動や「交流活動」が難しい子どものための手だてを準備し、選択できるようにする。 

  ④ICT機器や交流ツールを活用し、より教科の目標を充実して達成できるよう授業づく

りを行う。 

  ⑤公開授業後に話し合われたことが次の研修につながり，学校としての指導方法を導

き出せるようにする。 

  ⑥学習会で確認されたことは，全教職員で取り組む。 

 

（２）研究内容 

研究内容 

①「聴き合い」「振り返り」「計画」「選択」の理論研修 

②「聴き合い」「振り返り」「計画」「選択」の実践 

③全員公開授業による授業づくり・授業改善の研究 

④育てたい資質・能力を意識した授業改善 

⑤ICT 機器を活用した授業づくり 

⑥「考える道徳」「外国語及び外国語活動」の研究 

⑦UD の視点を生かした個別最適化された授業づくり 
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（３）研究体制 

  ①4 つのブロックを作り進める。（低学年・中学年・高学年・特別支援グループ） 

  ②管理職や担任外の教員は研修部より 4 月当初にブロックの人数等を考え、提案して

決定する。（特別支援グループを設定するため、学年団の中の人数に差が出ると考え

られるため） 

   

（４）具体的推進 

①ブロック研 

・低中高ブロックは、研究内容に沿ったもの、特別支援グループは児童の実態を考慮

した研究内容を作成し、それに沿って進める。 

②公開授業推進 

・授業公開月間（8 月～10 月予定）を設けブロックごとに成果と課題を明らかにし、

次の授業につなげることが出来るように研修部で推進する。 

③公開授業 

・公開授業の予定 

 

 

 

 

  ・全ブロックで行う。 

・公開授業を実施する前にはプレ研を実施し，全体にも周知させる。 

  （ブロック研、プレ研等で全学級が授業を行うようにする。） 

・授業研修会の公開授業は原則として、金曜日の 5校時に行う。 

・公開授業に向けて、指導案検討は最低限学年団で行う。（ブロックで行うなど工夫

しても良い。） 

・教科は研修テーマに沿った授業であれば問わない。 

・公開授業はどのグループを見るか割り振りし、児童の考えの変容がわかるように

メモを取る。 

・公開授業は，板書を記録し、振り返りシートを記入後、授業者に渡す。その他の

授業の記録の方法は各学年団で工夫する(ビデオで録画、今まで通り紙面で記録、

等)。 

・参観日に年間最低 1回は道徳の授業を公開することとする。 

＊初任者段階の授業公開が増えており、指導案を作成して公開する授業がある場合

はそれを公開授業に代える。 

  ④研究の評価の方法 

  ・『8．研究の具体的な取り組み方法』の⑤研究の評価を基に授業改善に活用してい

く。 

・教師の授業を見る視点を児童主体に変えていく。（○○という手立てをしたところ、

児童が□□と反応し、△△と学びが深まっていた。など具体の姿で授業後の話し

合いができるように参観する。）授業者、参観者は振り返りシートに自分の授業に

生かせそうなことを記入し、提出する。 

・授業参観では、児童の見取り方として、教師のどんな働きかけが児童の深い学び

につながったのかをまとめるため、手立てと反応を記録しておく。また、今年度

1 学期 研修部提案授業・ブロック授業公開（全体研）・学習会・実践交流 

2 学期 各ブロック授業公開（全体研）、授業公開月間（ブロック研）→授業研

修会（7 学級） 

＊初めに研修部で作成した授業を公開し、研究の内容等の確認を実際の授業で行

う。その際指導案の形式等も確認する。 

＊指導案を略式にするなど工夫する。 
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は特に各教科の目標に沿った児童の見取りを中心に行っていく。 

 

・授業評価と児童アンケートについては、具体的な内容の⑤研究の評価を基に取り

組み、活用する。集計したものをチャートに表し、学級で分析を行う。そして、

次の目標を決めていくような取り組みを行っていく。 

・冬休み中に成果課題を教職員から集め、評価する。 

・その他、年度初めに必要な評価方法があれば、確認する。 
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２０２１年度 高静小学校 メンター研修 
 メンター研修担当 

メンター研修とは・・・ 

・複数の先輩教職員が、複数の初任者や経験の浅い教職員の仕事、活動、成長を支援することで相互

の  

 人材育成を図る研修。 

・従来の指導助言を行うということよりも、より初任者の自主性や意欲を大事にし、一緒に考えたり

行ったりしながら共に成長していくことを目指して進めていく研修 

【メンターチーム】 

 ①学年団メンター・・・学年間での日常的な実務のサポート及び助言 

 ②メンティグループ・・メンターのみで行う研修。内容は自分達で決定 

 ③高静小メンター・・・各先生方の授業を参観、授業後の話し合い 

 ※研修部が担っているのは主に③高静小メンター 

 

１．高静小メンター研修の目的 

 ○全職員が若手教員を育てていく意識を高め、自らも資質能力を向上させる意欲をもつ。 

 ○若手教員がより多くの教員から学級経営や教科・生徒指導を学び、実践に役立てる。 

 

２．内容 

 採用 4 年目までの若手教員が他の教員の授業を参観し、放課後等に授業の内容について話し合う。 

（15 分程度）。 

 

３．メンター対象者 

 初任者段階教員（採用 1 年～4 年目まで） 

 

４．具体的な取り組み 

 （１）メンターが今年度学びたい教科や内容の希望を把握。 

  ○教科の決め方 

   ・1 年間で全学年 1 回の授業を参観。 

   ・初任者段階（4 年間）で、全教科・全教員の授業を参観することを目標とする。 

    ※確実にということは難しい。あくまでも目標。 

   ・校内研、ブロック研などで参観していない教科から決める。 

 

 （２）メンター担当が、各学年に教科を割り振り、授業者の決定を依頼し、おおよその時期を決める。 

   ・具体的な日にちについては、なるべくメンター全員が参観可能な日にちを設定する。 

   （全員参観が無理な場合は、担当者がメンターや授業者と要相談） 

   ・可能な限りメンターの空き時間や学年で対応できる時間に設定。できない場合は補欠を依頼。 

  

（３）授業参観日の設定と授業後の話し合いを行う。 

  ・指導案や略案の作成は求めない。放課後の話し合い１０～15 分程度。 

  ・普段の授業の様子を参観 

 

 

 

 

 

 

 

 



研修 5 

※参考資料① 
研修会資料還流方法 

 

研修名・場所 札幌市立北白石小学校 

教育実践発表会「対話を通して学び深める授業づくり」 

～全員参加！「わかった！」を大切に、主体的に学ぶ児童の育成～ 

研修内容 静内三中で行われている「学びの共同体」と似たような実践でした。 

子どもたちが課題に向かって、グループごとに議論し合い、教え合い、話し

合い、課題解決に向かっていく授業でした。 

高静の研修の交流に生かせる研修内容でした。 

補足 研修資料の付箋部分は、明日からの実践に使えそうなものでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の研修との関連 

資料の特に見てほしい部分をここに書いたり、資料

に付箋をはったりして、わかりやすくする。 



研修 6 

※参考資料② 

研究紀要の内容について 
１．今年度の紀要 
下記の表を参照し、各学年・担当で準備をしておいてください。 

２．紀要の構成と必要な原稿について 
内 容 ・ 配 列 担 当    ページ 

① 表 紙 （※6年生の絵画作品 1点） 研修  

② 巻頭言 学校長   

③ 研修計画 研修  

④ 研修の内容 

・学習会資料，学習のきまり， 

・思考ツール 

・プログラミング・コミュニティースクール 

・外国語活動・外国語 

・道徳についての取り組み 

・メンター研修 

研修 

 

 
プログラミング・CS担当 

外国語推進教師 

道徳推進教師 

メンター担当 

 

 

 
 

⑤ 各学年の実践 

※ 書体、字体などの形

式はありません。 

a 指導案 授業者 

各学年団 

―1 年 ➀―  

―1 年 ②―   b 指導案検討の記録 

c 板書記録（写真） 

d 授業後の話し合いの記録 

⑥ 特別支援教育 

※ 書体、字体などの形

式はありません。 

a 指導案 授業者 

特支担当 

―特支 ➀― 

b 指導案検討の記録 

c 板書記録（写真） 

d 授業後の話し合いの記録 

⑦総合学習年間計画・反省 総合学習担当 

各学年担当者 

―総合①― 

 

⑧道徳の実践記録 道徳推進教師 

各学年担当者 

―道徳実践①― 

⑨研修のまとめ(反省) 研修 ―まとめ①― 

⑩あとがき 研修  

※中表紙(写真入り) 研修  

 


